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米住宅市場の調整はインフレ鈍化の支えに
ポイント①中古住宅販売は過去最長の減少局面

全米不動産業者協会（NAR）が発表した10月
の米中古住宅販売件数は、統計開始以降最長の
9ヵ月連続減となり、新型コロナ流行直後の落ち込
みを除くと、2011年12月以来の低水準となる443
万戸（年率換算値）となりました（右上図）。
FRB（米連邦準備制度理事会）のインフレ抑制
に向けた積極的な動きが米住宅ローン金利の急上
昇を誘発し、中古住宅の購入需要を圧迫している
ことが、米住宅市場の調整につながっていると考えら
れます。

フレディマックが公表している米30年固定住宅ロー
ン金利は10月に7.08%と2002年以来の高水準
にまで上昇し、足元でも同金利は6.56％（11月
17⽇公表分）と高止まりしていることから、米住宅
市場の調整は続く可能性があります（同図）。

ポイント②住宅市場の軟化が続くかが焦点に

こうした米住宅市場の軟化は、米インフレの先行き
を占う上で重要といえます。住居費（帰属家賃を
含む家賃相場）は米CPI（消費者物価指数）の
30％余り、コアCPIの約40％を占めており、足元で
はCPIの最大の押し上げ要因となっているためです。
10月の米中古住宅販売価格（中央値）の前年
同月比伸び率は+6.6%と5ヵ月連続で伸びが鈍
化していますが、最近のFRB高官の発言からは、イ
ンフレ抑制に向けて、利上げを継続する姿勢を強調
する発言が⽬立っており、米住宅市場の軟化は続く
とみられます。

住宅価格は1年程度のタイムラグを伴って米家賃相
場に影響しやすく、今後も住宅価格の減速が続け
ば家賃相場も減速し、インフレ圧力の緩和とともに
FRBの政策姿勢の変化につながりそうです。

米30年固定住宅ローン金利と米中古住宅販売件数

米中古住宅販売価格（中央値）と米中古住宅販売件数

期間：（米30年固定住宅ローン金利）2001年1月最終週～2022年11月17⽇、月次
（米中古住宅販売件数）2001年1月～2022年10月、月次

・米30年固定住宅ローン金利はフレディマックが公表している金利を使用
（出所）Bloombergより野村アセットマネジメント作成

期間：2001年1月～2022年10月、月次
（出所）Bloombergより野村アセットマネジメント作成
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